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rJGS　T　520 土 の 三 軸試験の 供試体作製方法」 の 改正案に つ い て

地盤工学会基準部

1，　 ま え が き

　標 記 の 試験方法 に 関 す る基準は，1990年の制定 以 降 ，

内容を変更す る こ とな く現在 に い た っ て い るが ，計量法

に よる SI へ の 移行猶予期限 （1999年 9 月30 日） を考慮

した 単位 の SI化，関連 す る規格 ・基 準 の 改正 ・
制定 に

伴 う表記 や 用 語 の 変 更 ，そ の 他軽微 な 変更 に よ り内容 を

見直 す必要 が 生 じた。その ため，基準部，土 質試験基準

検討委 員会 お よび 関連 す る小委員会 （せん断小委 員会）

に お い て 見直 し検討 を行 い ，こ こ に 改正 案 を提 案 す る。

　今回 の 改正 で は，凍 結 試 料 を 用 い る場合の 手順 を 記述

した こ と，従来 は 各 々 の 三 軸試験方法 に 記述 さ れ て い た

供試体 の設置，背圧を与え る場合 には その 手順まで を組

み 込 ん で い る こ と ， が 特筆すべ き事項 で あ り，全 文 を 改

正 した。

　 こ の 改 正 案 に つ い て の ご意見は ，書面 に て tg98（平成

10）年 4 月末まで に地盤 工学会基準部宛 に ご提出い ただ

きた い 。提出い た だ い た ご意見は 関係委員会 お よび 基準

部 で 検討 し，その の ち理事会 にて 改正 基準 が確定 され る。

2． 改正案の概要

　改正 基準案の 構成 を，現行基 準の 構成 か ら大き く変更

し，総則，供試体，用具 ， 供試体 の 作製 と測定，供 試 体

の 設置 ， 報告事項 とした。従来 の 各種三軸試験方法 で 記

述 して い た 「供試体 の 設置」 お よ び 「飽和化 す る た め の

背圧 を 加 え る作 業」 も本 基準 に包含 す る こ と と した。そ

の 理 由は ，負圧 法 に よ る 供試体の 作製方法 が，そ れ 自体，

供試体の 設置方法 と
一

体化 して い る か らで あ る。また，

「設置方法」 お よび 「飽和化 す る手順」 も各 三 軸試験基

準間で 大 きな違 い がない こ ともその 理由の
・一

つ で あ る。

そ の た め ，今回 の 改 正 で は，「土 の 三 軸 試 験 の 供 試 体 の

作製
・
設置方法」 と基準名 を変 え る こ と と した。

　現行 の 基 準 で は， トリ ミン グ 法 と負圧 法 の 2 方法 を

基準 と して 取 り上 げ て い た 。 しか しな が ら，本基準 と同

年に制定 され た 「土 の 繰返 し非排水三 軸試験方法」 や 近

年制定 さ れ た 「地 盤材料 の 変形特性 を求 め る た め の 繰返

し三 軸試験方法 」 で は ， 凍結試料を用 い た 場合 の 試験方

法 も示 して い る。また，「ね じり試験 の ための 中空円筒

供試体の 作製 ・設 置方法 」
1）

で も，凍結試料 を 用 い る場

合 の 供試体作製方法 を 基準化 しよ う と して い る。そ こ で ，

本 基準も，凍結試料 を 用い る場合の 供試体作製方法 を新

た に 基準として 付け加 えた。

　供試体 の 設置 ま で を 基準の範囲 に 拡張 した こ とに伴 っ

て ，三 軸圧縮試験機 の 構造を示す用語 も本基準 内に 記述

され る こ と とな っ た。今回 の 改 正 で は，従 来 の 表現 で あ

る 「載荷 ピ ス トン とキ ャ ッ プが一
体化 して い る場合」 お

よび 「個別 の 場合」 を，そ れ ぞ れ 「載荷ピス トン とキ ャ

ッ プが 剛結さ れ て い る型式」 お よび 「剛結 さ れ て い な い

型式」 と い う表現 に改 め た 。しか しな が ら，そ れ ぞ れ の

図 面 は ，従 来 どお り，各静 的三 軸試験方法 に 掲 載 す る こ

とに した 。

　作製 した 供試体 の 初期状態を 示 す 添 え字 と して ，

“i”

を用 い る こ とに した。さ ら に，設置作業や飽和化させ る

た め の 作業 の 間に 変形 した 体積変化 お よ び軸 変 化 量 をそ

れ ぞ れ 測 定 して ，AVi ，　AUi と表 し，圧密前 （UU 試験

で は試験前） の 供試体の 寸法を初期値か ら そ れ らを 差 し

引 い て，正確 に算定す る方向に 改正 した 。 圧密前 （試験

前）の 供 試 体の 状態 を 示 す 添 え 字は，従来の もの と同 じ
“
o
”

と し，混乱を 防 ぐ配慮 も した 。

　 ゴ ム ス リーブ 拡張 器 も，従来 の 二 つ 割 りの もの と，現

状 を踏 まえ て，二 つ 割 りで きな い 円 筒型の もの を用い た

場合 の供試体 の設置方法 も記述 した。

　現行 の 基準 で は，試験 の 容量等の 数値ま た は応 力等の

算定式 は す べ て従来単 位 系 で 記 述 さ れ て い た が，今回 の

改 定 で は す べ て 「SI単位系 」 で 表記 した 。

　 　 　 　 　 　 　 　 参 　考　文 　献

1） 地盤工 学会基準部 ：新規制定 の 学 会 基 準案 「土 の ね じ り

　 せ ん 断 試験 用中空 円 筒供試体の 作 製
・
設置方 法」 と 「土

　 の 中空 円筒供 試体に よる ね じ りせ ん 断試験方法」 に つ い

　 て，土 と基礎，VoL 　45，　No ．12，　pp．66〜75，1997．

84 土 と基礎，46− 2 （481）
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地盤工 学会基準案

土の 三 軸試験の供試体作製 ・設置方法

JGST520
− 199X

Practice　for　Preparing　Specimens　of　Soils　for　Triaxial　Test

従 っ

定 す

2．2

（1）

（2）

（3）

（4）

供 試体の形状お よび 寸法

供試体の 形状は 直 円柱 とす る。

＿ 一

供試体の 直径 は，3．5〜10，0cm を標 準 とす る。
供 試 体の 高 さ は 直径 の 1．5〜2．5倍 を標 準とす る 。

供試 体 の 直径 は　試料 の 最大の 粒径 の 20倍以 ヒを 標

【付帯条項 】

1．a．本基準 と部 分的 に異 な る方 法 を用 い た 場 合 に は，そ の 内容

　　を報告 する 。

　h．本基準に規 定さ れ て い な い 事項 に つ い て は，次の 基準 を参

　 　 照 す る。

　　　JIS　A　 1202「土粒子 の 密度試 験方法」

　　　JIS　A 　 1203 「土の 含 水比試験 方法 」

　　　JIS　A 　 1205 「土の 液性 限界 ・塑性限界試 験方法」

　　　JIS 　A 　XXXX 「砂 の 最大 密度 ・最小 密度試験方法」

　　　JISAl210 「突固め に よ る土 の締 固め試験方 法」

　　　JGS 　M 　111 「地盤材 料 の 工 学 的 分類方法 （日本 統
一

分 類

　 　　方法）」

　　　JGS 　T　 122「電子 レン ジ を用 い た 土 の 含水比試験方法」

　　　JGS 　T　 142 「フ ォ
ー

ル コ
ー

ン を用 い た 土の 液性限界 試験

　　　方法」

1．1 一
連の 土 の 三 軸試 験方 法 とは，次の 基準 をい う。

　　JGS 　T 　521 「土 の 非圧 密非 排水 （UU ）三 軸圧縮試験方 法」

　　JGS 　T 　522 「土 の 圧密非排水 （CU ）三 軸圧縮 試験方 法」

　　JGS 　T 　523 「土の 圧 密非排水 （CU ）三 軸庄縮 試験方 法」

　　JGS 　T 　524 「土 の圧 密排水 （CD ） 三 軸 圧縮試験方法」

　　JGS　T　525 「土 の Ko圧 密非 排水 三 軸圧縮 （KoCUC ＞試験

　 　方法」

　　JGS 　T　526 「土 の 萬 圧 密 非排 水三 軸伸 張 （KoCUE ） 試験

　 　方法」

　 JGS 　T 　541 「土 の 繰返 し非排水三 軸 試験方法 」

　 JGS　T　542 「地盤材料の 変 形特性 を求め る た めの 繰返 し非

　　排水三 軸試験方法」

　 JGS 　T　527 「不 飽和土の 三 軸 圧縮試験方法」

1．2 最大の 粒径 が20mm 程度 を越 え る粒于 を含む試料 の 供 試体

　は，JGS 　T　530 「粗粒土 の 三 軸試験の 供試体 作製 ・設置方 法」

　に規定 す る方法 に よ っ て 作製お よび 設 置す る。

【付 帯条 項 】

2，1

　 a．　 ト リ ミ ン グ 法 は，ブロ ッ クサ ン プ リソ グあ るい は 各 種 サ ソ

　 プ ラ
ー

で採 取 された 試料，事前 の圧 密や 締固 め に よ り作 製 さ

　 れた試料，凍結 した 試料 で 安定 した 塊状 を な す もの に 用 い ら

　 れ る 。

　b．負圧法は，とき ほ ぐされた試料 を 自立 させる ため に用 い ら

　 れ る。
2．2

　〔3） 適切 な供試 体高さ は，各試験基 準 を参照 す る。

　  　供試 体の 直径は，粒径幅 の 広い 場 合は最 大の 粒径 の 5倍

　 程 度 まで 許容 さ れ る。

3． 用　具

　3．1 供試 体作製用具

　 トリ ミソ グ 法の 場 合 に は 〔1ト （3）を，負圧 法の 場合 に はC4），
（5）を 用 い る。

　〔D　 トリマ ー

　  　マ イターボ ッ クス

　〔3） ワ イヤ
ー

ソ
ー，直ナ イ フ

　  　モ
ー

ル ド

　  　試料供給 用具．試料締 固め用具

　3．2 その 他の 用具

　（1〕 負圧発生装 置

2． 供試体

2．1 供試 体作製方法 の 種類 と選 択

供試体作 製方法は，次の 二 つ に 分 け られ る。

作製方法 の 名称 試 　 　料　 　の 　 　状　 　態

ト1」ミン グ法 室搗で 安定 した塊 状をなす もの ある い は凍結した も の

負　 圧 法
ときほ ぐさ れた状態で 与 え られ ，蹄固め や圧密に よ って

も塊状に で きない もの

Febmary ，1998

【付帯条項】

3，1

　a．用具 の 例を図一1に 示す。

　b．凍結 した試料な どを成形 す る場 合 は，必要 に応 じて コ アカ

　　 ッ タ
ー，デ ィ スク カ ッ ター等 の 成形 用具 を用 い る。

  　マ イ タ
ー

ボ ッ ク ス は，通 常二 つ 割 りに で き，その 内径 は供 試

　体 の 直径 と同程 度 と し，両端 面が平行で ，かつ 供 試体の 軸方 向

　 に 対 して 直角 な もの とす る。

（3） ワ イ ヤ
ー

ソ
ー

の鋼 線の 直径 は 0，2〜D．3mm 程 度 とす る。
（4） モ

ー
ル ドは 通 常二 つ 割 りに で き，ペ デ ス タル 上 に 組 み 立 て た

　 とき の高 さ は 供試 体 の 高 さ と等 し く，そ の 内径 は 供試体 の 直径

　 　 　 　 　 　 　 　 　 85
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　 に 対 し使 用 す る ゴ ム ス リ ーブ の 厚 さ の 2 倍分 大 きい もの とす

　る。また，モ
ール ド内面 とゴム ス リーブを密着 させ る ため ，モ

　ー
ル ド内 面 に空 気 吸 引 孔 を 備え てい る も の とす る。

  　以下 の 供試体作 製方法 を 用 い る場 合 は 次の 用 具 をそ れぞ れ 用

　意 す る 。

　空 中 ・水 中落下 法 1 漏．斗，ノ ズ ル，多重 ふ る い な ど

　締 周め法 ：突 き棒，締固 め用円板，プラ ス チ ッ ク ま た は木製ハ

　 　　 　 　　ソ マ
ー，振動機 な ど

  ト リマ
ー　　  マ イ タ

ー
ボ ッ クス

  ワ イヤ ーソ ー   直 ナ イ フ

図
一1　 供試 体作製用具 の 例

3，2
（1〕 負圧発生装 買は，負圧 法で 供 試体を作 製す る場合 に ゴ ム ス リ

　
ーブを モ

ー
ル ド内面に 密着さ せ る た め，お よ び供試体 を 自立 さ

　 せ る た めの 負圧 を与え るこ とがで ぎるもの とする。

  　ゴ ム ス リーブは，長 さが ゴ ム ス リ
ーブ拡張器 よ りも長 く，自

　然状 態 で ゴ ム ス リ
ーブ ¢ ）内径 は，供試体直径の 95％程 度 の も

　の で，そ の厚 さ は0．15〜O．3　mm 程度の もの とす る。
（3） ゴ ム ス リ

ー
ブ拡張 器 は 円 筒形 と し，そ の 長 さお よ び内径は供

　 試体 の 高さ お よ び 直径 よ り も 5〜10％程度大 きい もの とす る。

　 また，負圧 を E
」
・え る こ とに よ リゴ ム ス リ

ーブ を拡張 器 の 内面 に

　密着で きる構造 とす る。キ ャ ッ プ とピス トン が 剛 結 さ れ て い る

　場 合 に は，二 つ 割 りの構造 の も の を用 い る こ とが 望 ま しい 。こ

　 の 場 合 ，二 つ 割 りの 部分 は 気密構造 に な る もの とす る。

（4）

　 a．フ ィ ル タ ーは，供試体 の 透水性 に比 べ て 十 分 に 大 き な透 水

　 性 を有 す る もの とす る。

　b．上下方 向の 排 水を 目的 と して キ ャ ッ プお よび ペ デ ス タ ル に

　　フ ィ ル タ
ー

を付け る場 合 は，圧 縮性が 少 な く摩 擦が 少 ない 材

　　質の もの を 用 い る こ とが 望 ま しい 。

　 c．圧密 時間短 縮の 目的 で 供試 体側 面に 巻 くフ ィ ル タ
ーは，ス

　　リ ッ トを 入 れ るな どせん断変形 をで きる だけ拘 束しな い 形状

　 　とする こ とが 望 ま しい 。

  　0 リン グは ，そ の 内径 が 締 付 け部 の 直 径 の 80％ 程度 で，漏

　れ を 防止 す るの に ト分 な締 付 け 力 を 有す る もの とす る 。
〈S） 供試体 の 直径の 測定 は ノ ギ ス ま たは バ ーニ ア付 きス チ ール テ

　
ー

プ を用 い る。

4． 供試体の作製と 測定

　4．1　 トリ ミン グ法に よる 供試体の 作製と 測定

（D　供試体の 側 面は，所定 の 直径 ¢ ）円柱 に なる よう｝

　一，ワ イヤー
ソ
ー，直 ナイフ な どを用 い て成形 す 7

  　供試体の 端 面は，マ イ タ
ーボ ッ ク ス，ワ イ ヤ

ー’

　ナ イ フ な どを 用 い て成形 す る 。

86

1　（，） 供試体 の 直径 を，供試 体の 中央付近 お よ び両 端 付近に お

い て ，0，1m 皿 以 下 ま で は か り，こ れ ら の 平均値 を供 試体

の 初 期 直径 D ，（cm ） とす る。

L　〔4） 供試 体 の 高 さ を，3箇 所 以 上 に お い て 0，1mm 以 下 ま で

．
　 は か り，こ れ らの 平 均値 を 供試 体 の 初期 高 さ 昂 （cm ）と

　 　 す る。

　  　供試体 の 質量 mo （g） を，0，1g 以下 まで は か る。

　  　供試体成形 の 際に 削り取 っ た土 の 中 か ら代表的 な試料 を

　　分取 し，含水 比 を 測定 して 供試体の 初期含水 比 Wo （％） と

　　 す る。

　　4．2　 負圧法 に よる供試体 の 作製 と測定

　（D　ペ デ ス タル ，ゴ ム ス リ ーブ，モ ール ドを所定 の 方法 で 組

　　み 立 て る。ゴ ム ス リ
ーブは，負圧 を用 い て モ ール ドの 内面

　　 に 密着 さ せ る。

　  　所定 の 方 法で モ
ー

ル ド内に 試料 を充填 す る。所 定の 高 さ

　　 に 達 した ら供試体上 面 を平 滑に 成 形 す る。

　C3） 供試体上 面 に キ ャ ッ プをの せ，ゴム ス リ
ー

ブ とキ ャ ッ プ

　　 を 0 リソ グな どを用 い て 密着 させ る。

　（4） 供試体 内に 適切 な 負圧 を 加 え，モ
ー

ル ドを取 り外す。

　  　供試体 の 直径 を，供試体の 中央 付近 お よ び両 端 付近 に お

　　 い て，ゴ ム ス リ
ー

ブの 外 か ら0．1mm 以下 ま で は か り，こ

　　れ ら の平均値 か らあ らか じめ測定 した ゴ ム ス リ
ーブの 厚さ

　　 を補正 して 供試体 の 初期 直径 Di（cm ） を求め る。

　C6＞供試体の 高さ を，3箇所 以上 に お い て 0．1mm 以 下 まで

　　は か り，こ れ らの 平 均値 を 供 試体の 初 期高さ 琵
・（cm ） と

　　 す る。

　（7） 供試 体の 質量 は，あ らか じめ用意 した 試料 の 質量 と供試

　　体作製後の 残存量 をO．1g 以下 まで は か り その 差 と して 求

　　め る か，あ るい は試験後に 全 試料 を回 収 して は か る。

　（8＞ 必 要 に応 じて ，用 意 した 試料 中 か ら 代表的 な試 料 を分取

　　 し，含水比 を 測定 して 供試 体の 初期含 水 比 Wo （％ ） とす る。

【付 帯条項 】

4．1

　a．供試体の 作製に は，サ
．
ン プ リン グな どで 明 らかに 乱 されて

　 　い る と判断 され る部 分を 取 り除 い た もの を 用 い る 。

　b．供試体 の 作製 は，試 料の 含 水比 を 変化 さ せ な い よ うに 手際

　 　よ く行 い ，また．試料 に 乱 れを 与えな い ように十 分注意 しな

　 　け れ ば な らな い 。

　c．試料は，原則 と して供試体の 直径，高さ よ り余 裕 を も っ た

　 大 きさの もの を 用意 す る。

　 d．凍結 した 試料 を 成形 す る場 合は，供試 体作製 用 具 を あ らか

　 　 じめ 冷や して お く。また ，成形 中お よ び 供試 体の 寸法 測 定 時

　 　は ，試料 が 融解 しない よ うに迅 速 に作 業 を行 う。

（1） 側 面 の 成形 に よ っ て 過度 な 乱れ を与 え る おそれ が ある場合は，

　サ ン プル チ ュ
ー

ブ か ら取 り出 した 試料 の 側 面 の 成 形 を 省略 して

　 もよい 。

  　必 要に 応 じて，初期状態 の 供試体 の 湿潤 密度 Pt（gfcm3 ），間

　隙 比 ei，飽和度　Sri（％），相対 密度 Ohl．（％ ） をそれ ぞ れ 次式で

　算定 す る。

　 　 　 　 　 mo

　　　　
ρ’
≡’
v−

　 　　 　 　 Viρs

　 　　 　 ei＝一 一1
　 　 　 　 　 　 Ms

　 　 　 　 　 　 初 o
−

Ms　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ρs

　 　　 　Sri＝　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ×
一

× 100
　 　　 　 　　 防ρ、− Ms ρ．．

　　 土 と基礎，46− 2 （481）
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　 　 　 　 　 　 e
皿 ax

− ei

　 　　 　D7厂　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 x1   O
　 　 　 　 　 　 emaxrc8min

　 　　 こ こ に，

　　　Vi　 ：供 試体の 初 期体積 （cm3 ）

　　　＠一芸咄 ）
　 　　ρs 　 ： 土 粒子の 密 度 （91cm3 ）

　 　　Pw　 ：水 の 密度 （g〆cm3 ）

　　　ms 　 ：供試 体の 炉乾 燥質量 （g）

　　　em
、。

：最 小 密度試験 に よ る試 料 の 間 隙 比

　　　emi． ： 最大 密 度試験 に よ る試料 の 間隙比

（6）試験後の 供試体を 炉乾燥し て 含水比 を 求め る場 合は，削 り取

　 っ た土 の 含水比 の 測定 を省い て もよ い 。
4，2　 負圧 法 に よる供 試体作製 中の 例 を図一2 に示す。

一

真
を 空
経 レ

て ギ

真
ユ　モ

ー
ル ド

空 レ 、試：1
ポ 1
ンタ

ブ 亅
・：料．

． ゴムス
ll一

プ

暦 幽 モール ド台

ぺ

．一一一
嚠　 　 1

に つ害lll月

一屮
ア Oll ング

沓一 ス

タ
フ

孑
ノレ

　 圧力室底般

圏
皿

→

排水パ ル プ ビニーレ ッ トへ

図
一2　 負圧法 によ る飽和供試体 の 作製例

〔2）

　 a，必 要に 応 じて，試料の 含水比 を 調整 す る。また，飽和試 料

　　を 用 い る場合 は，あ らか じめ十 分な量の 脱 気水 に試料 を浸 し，

　 脱気 して お く。

　b．試料 をモ
ール ド内に 充填す る に は ，以下 の よ うな 方法 が あ

　　る 。

　　 空 中落下法 ： 乾燥 した 試料 を，ノ ズル ま た は 多重ふ るい 装

　　置 を 通 してモ
ー

ル ド内に 落下 さ せ る。前者 の 場合は，モ ール

　　 ド内の 試料面 とノ ズ ル の 落差 お よ び ノズ ル 先 端部の 開 口 面積

　　に よ り，後者 の 場合 は，漏．斗下部 の 開 囗 径 と落下高さ に よ っ

　　て 供試 体の 密度 を調 整す る。

　　 水 中落下 法 ：乾 燥 した試 料 ，ま た は試 料 槽 に 多量 の 水 と と

　　 もに 貯 蔵 され た試 料 を，ノ ズ ル やス プー
ン を用い て，脱気水

　　を 満 た したモ
ール ド内 に注 ぐ。1 回 あ た りの 試料 の 投 入 量 ま

　　た は モ
ー

ル ド内の 試料面 とノ ズル の落 差 に よ り，供試 体の 密

　 度を調整す る。

　　 締固め 法 ： ス プー
ン や ノ ズル を用 い て ，試料 を数 回 に 分 け

　　て 入 れ，各回 ご とに 突 き棒 な どで締 め固め る。その他，モ ー

　　ル ドの 下部 をハ ン マ
ー

で軽 くた た く，振動機 で モ
ー

ル ドを加

　　振す る，な どの 方 法が ある。

 

　 a．モ
ー

ル ドを 取 り外 す と き，供 試体 を 自立 させるた めに 与 え

　　る 負圧 は，5〜10kN ！m2 程度 とす る。

　b、供試 体 に 負圧 を加 え る と きは ，供試 体の 応 力を等方 状態 に

　　保持 す るため，キ w ッ プの 鉛直変位 を 拘束 して は な らな い 。

　　また 必 要 に応 じて，キ ャ ッ プや 載荷 ピス トン の 荷重 を 相 殺 す

　　る措 置 を 講 ず る。

  　負圧 を 20kN ／m2 程度 に 増 加 さ せ た 後，供試 体の 直径 お よ び

　高さ を は か る。た だ し，こ の負圧 は所定の 圧密 終了時 の 有効側

February，1998

資料一540

　 方 向応 力 よ りも低 くする。

  　必 要 に応 じて ，初期状態の 供試体の 湿潤密度 ρt（g！cm3 ），間

　隙比 ei，飽和度 Srf（％），相 対密度 Dri（％） を 付帯条項4．1（5）

　 に従 っ て 求め る。

  　炉乾 燥 した試料 を用 い て供試体 を作製 した場合 は求めな くて

　 もよ い 。

5． 供試体の設置

　 5．1 供試 体の 設置

　 供試体 の 設置 は供試体 の作 製方法 に よ っ て ，つ ぎの 二 つ の

場 合 に分 け られ る。

（1）　 トリ ミソ グ法に よ る供試 体

　  供試体を ペ デ ス タ ル の 上 に 置き，キ ャ ッ プを 載せ，側

　　面 を ゴム ス リ
ー

ブで 覆い ，ゴム ス リ
ーブの両 端部 をペ デ

　　 ス タル お よび キ ャ ッ プに 0 リソ グな どで 締 め付け る。

　   圧 力室 を組み立て ，圧 力室 内 に水 を入 れる。必要 に応

　　 じて，排水状 態で 20kN ！m2 程 度の 適 切な 等方圧 力を供

　　試体に 加 え る 。 その 時の 高さ変化 」瓦
．
（cm ）お よび 体積

　　変化 AVi （cm ）を は か る。た だ し，供 試体が 凍結して い

　　 る場合 は 次の い ず れ か の 方法 で 解凍 す る。

　　   　負圧 の も とで 解凍 す る方 法

　　 　 　供試体 に 適切な負圧 を与 え な が ら解凍す る。解凍後

　　　に供試 体の 高 さ Hi（cm ），直径 Di （cm ） を は か る。圧

　　　力室 を組 み 立 て，圧 力室 内に 水 を 入 れ る。セ ル 圧，負

　　 　圧，お よ び 軸荷 重 を制御 して 供試体 の 有効等 方応力を

　　　変化 させ な い で 負圧 をセ ル 圧 に 置 き換 え る 。

　　 ＠　セ ル 圧 の もとで 解凍 する方 法

　　 　 　圧力室 を組み 立て，圧力室 内 に 水 を入 れ ，セ ル 圧 を

　　　加 え適切 な等方圧 力の も とで供試体を 解凍す る。解凍

　　　に よ る 供試 体 の 高さ 変 化 ∠瓦 （cm ）お よ び 体積 変化

　　 　AVi （cm ） をはかる。

  　負圧 法 に よる供試 体

　  　圧 力室 を組 み立 て，圧 力室 内に 水 を入れ る 。

　  セ ル 凪 負圧 ，お よび 軸荷重を 制御 して 供試体の 有効

　　等方 応 力 を変化 さ せ な い で 負圧 を セ ル 圧 に置 き換 え る。

　5．2　供 試体の 飽和

（1＞ 必要 に 応 じて ，適切 な方法を組 み 合 わせて 供試 体の飽 和

　度 を高め る。

（2） 背圧 を 用 い る場 合 は，供試 体 内の 有効 等方応 力 を 変化 さ

　せ ず に，供試 体内部 に 背圧 Uo （kN！m2 ） と供試 体 に 等方 圧

　力 とを 同時に 作用 させ る。

  　初期 状態か ら圧密前 （試験 前）まで に 生 じた 供試 体の 高

　さ変化 」瓦 （cm ） お よび体 積変化 dVi （cm3 ） をは か る。

【付帯条項 】

5，1

　 a．供試体 の 上端 に キ ャ ッ プを置 い た と きか ら負圧 ま た は セ ル

　 圧 を 供試体 に 加 え る ま で は，供試体 上 端面 に 作 用 す る軸 方向

　 　応 力は，10kN ！m2 以下 とす る。

　 b．キ ャ ッ プ とピ ス トソ が剛 結 さ れ て い る場合 は ，所 定の 等方

　 　応力状態 に す るた め に，セ ル 圧 と と も に，ピス トン を 介 して

　　軸圧 縮 力 を加 え る。加 え る軸圧縮 力 とセ ル圧 の 関 係は ピ ス ト

　 　ン の 直径 と 自重 に よ り異な るの で ，あ ら か じめ こ れ らの 関係

　 　を求 めて お く必要が ある。

 

  a．必 要 に 応 じて，供試 体 の 上 下 面 お よ び側 面 に排 水 用 の フ ィ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 87
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　 　 ル タ
ー

をつ け る。

　 b．必要 に応 じて，排 水孔が な い キ ャ ッ プお よ び ペ デ ス タ ル を

　　 用い るか，または供 試体 と直径が 等 しい 平滑 で剛な遮水板 を

　　 キ ャ ッ プお よび ペ デ ス タ ル に 置 く。

　 C．凍結 した 供試体 の 場合 は．必要 に応 じて キ ャ ッ プお よびペ

　 　 デ ス タ ル を予 冷 して お く。

　 d，供試 体の 設置 手順 は，用 い る ゴ ム ス リ
ーブ拡張器 に よ っ て

　 　 大別 され る 。

　　 （i） 二 つ 割 りゴ ム ス リ
ープ拡 張 器 を 用 い る 場合

　　　 の 　ペ デ ス タル ヒに 供 試 体 を 置 く。

　　　   　二 つ 割 り ゴ ム ス リ
ー

ブ拡 張器 に ゴ ム ス リ
ーブ と 0 リ

　　　　 ソ グな どを は め，ゴム ス リ
ーブ を負圧 に よ り拡 張 器 の 内

　　　　 面 に密 着させ る。こ の 状態 で 拡張 器 を供試体 とペ デ ス タ

　 　　 　 ル にかぶせ る。

　　　   　キ ャ ッ プを降下 して供試体に接 触 させ た後，ピ ス トン

　　　　 を三 軸圧 力室の 上 盤に 固定 する。キ ャ ッ プがピス トン と

　　　　 剛結 されて い な い 場合 には，供試 体の 上 にキ ャ ッ プ を置

　 　　 　 く。

　　　 （⇒　ゴ ム ス リ
ーブの 上下 端を 拡張器 か らは ず し，0 リ ン

　　　　 グな どで キ ャ ッ プお よ び ペ デ ス タル に締めつ け る。

　　　   　ゴ ム ス リ
ー

ブ拡 張器 を二 つ 割 りに して 取 り外す 。

　　　 ＠　供試 体の 中心 軸 を キ ャ ッ プお よびペ デス タル の そ れ に

　 　　 　
一

致 さ せ る。

　　   　円筒型 ゴ ム ス リ
ーブ拡張器 を用 い る場合

　　　 en　適 当な 台 の 上 に供試 体 を置 く。

　　　 ＠ 　ペ デ ス タル お よび キ ャ ッ プに 0 リン グな ど を は め る。

　　　　 止 水 に ゴ ム ひ もな どを 用い る場合 は 不 要で あ る。
　　　の　ゴム ス リ

ーブ拡張器 に ゴム ス リ
ーブ をは め ，ゴ ム ス リ

　　　　
ー

ブを負圧 に よ り拡張器 の 内面 に 密着させ る。こ の 状 態

　　　　 で拡 張器 を供試 体 にか ぶ せ る 。

　　　 ＠ 　ゴム ス リ
ーブの 上 下 端 を拡 張器 か らはず し，供試体側

　　　　面を ゴ ム ス リ
ー

ブで 覆 う。供 試体両端 の余 分な ゴ ム ス リ

　　　　
ーブは 折 り返 して お く。

　　　   　供試 体 をペ デ ス タ ル 上 に置 き，折 り返 して い た ゴ ム ス

　　　　 リーブで ペ デス タ ル お よびキ ャ ッ プ を覆う。

　　　 ＠ 0 リ ン グ な ど で ゴ ム ス リ
ー

ブ を ペ デ ス タル お よ び キ

　　　　 ャ ッ プに締 め つ け る。

　　　 （D （i）り に 同 じ。

  a，体積 変 化 AV ，を 直接測 定 で きな い 場 合 は，供 試体 の 高 さ

　　変化 AH ／i（cm ） をはか り，供 試体 に 等方 的 な ひ ず み が 生 じた

　　もの と仮 定 して，供 試体 の 体 積 変 化 ∠ V
，（cm3 ） を次 式 で 算

　 　定 す る。

　　　　　　　 3∠瓦
・

　　　　
AV

，
＝一

瓦
一Vi

　b．凍結 した供 試体 を負圧 の も とで 解凍 す る と きは解凍 後 を，

　　セ ル 圧の もとで 解凍 す る とき は 凍結時 をそれぞ れ初期 状態 と

　 　す る。

　c．等方圧 力 は20　kN ！m2 程 度 と し，所定 の 圧 密終了時の 有効

　 側方向応 力よ り低 い もの とす る。
  a．負圧 は20kN ／m2 程度 と し，所定 の 圧 密終了時の 有効側方

　 向 応 力 よ り低 い もの とす る 。

　b，解凍後，圧 力室 を 組 み立 て る 前 に 供試体 の 高 さ 瓦（cm ＞，

　 直径 Di（cm ） を測 定 した 場 合 は，そ の 状 態 を初 期 状態 とす

88

　　 る。

◎ 　等方圧 力は 20kN ！m2 程度 と し，所 定 の 比 密終 了 時 の 有効 側

　　 方向応力 よ り低 い もの とす る。

5，2

（1） 供試 体の 飽和度を 高め る 場合は，土 の 種 類，供試体の 状 態に

　応 じて ， 次の 四 つ の 方法 を適切 に 組み 合せる。

　 a．セ ル 圧 を加 え た 供試体 の 内部 に脱気 水 を通水す る方 法。

　 b．背圧 を十 分に 加 え る方法。

　 c．セ ル 圧 を加 え た供試 体内の 間 隙の 空気 を炭酸ガ ス と置き換

　　え て か ら，a ，b．の 方法を用 い る方法。

　 d．有効等方応力 を 変 え ず に 供試体 と圧 力窒 内 に90kN ／m2 程

　　度 の 負圧 を加 え て ，供試体内部の空気 を吸 い 出す方法。必要

　　に応 じて，負圧 を 与えた ま ま脱 気水を通水 す る。
（2） 背圧 を 用 い る場 合，そ の 値 は 50〜200kN ！m2 程度 とし，加

　圧 に際 して は 供試体 の 有効応 力の 変動 を さける ために，次 の よ

　 うに 徐 々 に 加 え る こ とが 望 ま しい 。

　　 ビ ュ
ーレ ヅ トに 通 じ る排水 バ ル ブを 閉 じて，最終 的 な 背圧 の

　値 の 1！4〜112程 度 に 相 当 す る 等 方応 力 の 増 分 を 供試 体 に 加 え

　 る。次 に 同量 の 背圧 を 加 え て お い て バ ル ブ を開 く。こ の ように，

　常に 供試体に作用 す る等方 応力 と背圧 との 差 を最初 に設 定 した

　圧 力差に 保ち なが ら，背圧 が所定の 値 に 達す る まで こ の 操 作を

　繰 り返す。

  a．飽 和度 を高め る作 業中 に 変形 が 生 じ る可能性 が あ る の で ，

　 5．1（1）で測 定 した ∠瓦・（cm ）お よ び ∠瓦・（cm3 ）を こ れ らで 置

　　き換え る 。

　b．体積変化 ∠ V， を 直接 測 定で きない 場 合 は，供 試体 に等 方

　 的 な ひ ず み が生 じた もの と仮定 して，」 聾 を次 式で 算定 して

　　も よ い 。AVf をこ の 式か ら求め た 場合は 報告事項 に 明記す る。
　　 　 　　 　 　 3ZiHi
　　 　 　 」レ1＝− Vi
　　 　 　　 　 　 Hi・

6． 報告事項

　供試体に つ い て 次 の事項 を 報告す る。
（1） 土質名称

  　供試 体作製方 法の 名称

（3） 供試体 の 初期高さ，直径 お よび 体積

  　測定 した 場合 は，供試体 の初 期質量，含水比

（5＞初期状態 か ら圧密 前 （試験前 ）まで に 生 じた 供試 体の 高

　 さ変化 と体 積変化 お よびそ の測定方法

（6） 本基準 と部分的 に異 な る方法 を用 い た 場合は，そ の 内容

（7＞ その 他特 記す べ き事項

【付帯事項 】

（1） 必 要 に 応 じて，土 粒子 の 密度，液性限 界，塑性 限界 を報告す

　 る 。

（3） 必 要 に 応 じて ，初期 状態の 供試体 の 湿 潤密度，間 隙比 ，飽和

　度，相対密 度 を報告 す る。

  　大 きな塊 状試料の
一部 を切 り出 した 場 合や，チ ュ

ーブサ ン プ

　リン グ試料 の
一
部を用 い た場 合は ，その 部位 の 略図 な ど，締固

　めや予圧密に よ っ て 試料 を作製 した場 合 は，そ の 方法 を試 験 結

　果と併せ て 報告 す る。また，必要 に応 じて作製時の 室温，供試

　体の間隙比，飽和 度 を報告 する 。

　 土と基礎，46− 2 （481）
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